
 

 
 

 

ご
挨
拶 

 

館
山
塾
で
は
、
設
立
以
来
一
貫
し
て
、
塾
生
一
人
一
人

に
対
す
る
責
任
指
導
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
受
験
指
導
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
一
層
堅
実
な
指
導
を
実
現

す
る
た
め
、
諸
制
度
・
諸
設
備
の
充
実
に
努
め
る
所
存
で

お
り
ま
す
。 

 

館
山
塾
で
は
、
成
績
優
秀
な
諸
君
に
受
講
料
を
免
除
す

る
、
特
待
生
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
中
学
の
部
の
特
待

生
基
準
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

今
後
と
も
、
塾
生
諸
君
の
実
情
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
所
存
で
お
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

ご
意
見･

ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
お
寄
せ
戴
け

れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。 

塾
長 

胡
子
俊
英 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 
  

 
 

特
待
生
制
度
の
お
知
ら
せ 

  
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 

館
山
塾
で
は
、
学
業
優
秀
な
塾
生
を
対
象
に
、
特
待
生
制
度
を
実

施
し
、
受
講
料
の
免
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

特
待
生
基
準
（
中
学
二
・
三
年
） 

 

Ａ
（
受
講
料
全
額
）、
Ｂ
（
同
半
額
） 

進
級
試
験
で
、
受
験
し
た
３
科
目
の
得
点
が
、 

Ａ 

英
語
＝
九
十
点
、
数
学
＝
九
十
点
、
国
語
＝
九
十
点
以
上 

Ｂ 

二
科
目
が
Ａ
基
準
を
超
え
、
一
科
目
の
み
基
準
に
５
点
以
内 

 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 
 
 

 

第
Ⅰ
期
（
３
月
～
５
月
）
の
予
定 

 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 
 
  

中
学
生 

２
月
28
日(

水)

…
…
…
…
…
…
…
平
常
講
義
開
始 

３
月
11
日(

日)
 

…
…
…
…
…
…
中
三
受
験
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

３
月
２１
日(

水)

～
２６
日(

月)

…
…
休
講 

３
月
２７
日(

火)

～
３１
日(

土)

…
…
春
期
特
別
講
習
期
間 

４
月
１
日(

日)

…
…
…
…
…
…
…
休
講 

４
月
２
日(

月)

～
４
日(

水)

…
…
春
期
特
別
講
習
補
講
期
間 

４
月
５
日(

木)

…
…
…
…
…
…
…
春
期
特
別
講
習
総
合
試
験 

４
月
６
日(

金)

…
…
…
…
…
…
…
休
講 

４
月
７
日(

土)

…
…
…
…
…
…
…
平
常
講
義
開
始 

５
月
５
日(

土)

～
６
日(

日)

…
…
休
講 

５
月
27
日(
日)
…
…
…
…
…
…
…
第
Ⅰ
期
総
合
試
験 

６
月
３
日(

日)
…
…
…
…
…
…
…
特
殊
講
義 

☆
塾
報
・
年
間
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
知
ら
せ
す
る
休
講
日
以
外
は
、 

祝
祭
日
等
に
関
わ
り
な
く
、
平
常
講
義
が
行
わ
れ
ま
す
。 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 
  

 
 
 

自
習
室
・
休
憩
室
の
お
知
ら
せ 

 
  

 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

自
習
室
・
休
憩
室 

… 

二
○
六
番
教
室 

時 

間 
 

… 

平
日 

二
時
三
○
分
～
九
時
三
○
分 

 
 
  

 

日
曜 

一
時
～
八
時
三
○
分 

 

尚
、
右
記
以
外
に
も
空
き
教
室
を
自
習
室
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 
  
 
 

 

塾
生
保
険
の
お
知
ら
せ 

 
  

 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 

館
山
塾
で
は
、
塾
内
及
び
塾
の
行
き
帰
り
の
万
一
の
事
故
に
対
処

す
る
た
め
、
全
塾
生
を
対
象
に
、
塾
生
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

(

但
し
、
塾
則
に
抵
触
し
て
の
事
故
は
、
保
険
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
特
に
塾
則
第
一
条
は
厳
守
願
い
ま
す
。)

 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 
  

 
 

特
別
個
人
指
導
（
日
曜
）
の
お
知
ら
せ 

  
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 

日
曜
日
に
は
、
担
当
講
師
の
個
別
指
導
及
び
個
別
の
質
問
に
答
え

る
時
間
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
活
用
し
て
下
さ
い
。 

時
間 

午
後
一
時
二
○
分
～
午
後
五
時
一
○
分 

①
呼
び
出
さ
れ
た
場
合 

 

講
師
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
出
席
し
て
下
さ
い
。
呼

び
出
し
は
、
次
回
の
講
義
に
支
障
を
き
た
す
場
合
（
理
解
不
足
、
前

回
欠
席
等
）
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

②
自
主
参
加
す
る
場
合 

 

必
ず
事
前
に
担
当
講
師
に
確
認
を
と
っ
て
下
さ
い
。
自
習
等
で
来

る
場
合
も
、
他
学
年
の
試
験
等
で
教
室
が
使
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
事
前
に
確
認
を
と
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。 

※
講
師
に
よ
っ
て
は
、
勤
務
の
都
合
で
、
隔
週
で
実
施
す
る
場
合
、

土
曜
日
に
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
詳
細
は
後
日
掲
示
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
二
ー
十
八
ー
九 

Ｔｅｌ
（
○
三
）
三
二
六
四
―
八
六
三
八 

Ｆａｘ
（
○
三
）
三
二
六
四
―
八
六
三
六 

 

館
山
塾 

  h
ttp://w

w
w

.tateyam
ajuku.com

/

〒101-0061

中学生 第Ⅰ期号 平成 19年 2月 13日 

１ 



 

 
講
師
紹
介 

氏
名 

（
担
当
ク
ラ
ス
） 

 

一
、
卒
業
大
学 

 

二
、
専
攻 

 

三
、
趣
味 

 
四
、
塾
生
へ
一
言 

◆ 
 

英 
 

語 
 

科 

 
 
 
 
 
 
 

え
び
す

胡
子

�

俊
英 

（
中
１
・
中
３
英
語
） 

一
、
東
京
大
学
文
学
部
中
国
哲
学
専
修
課
程
卒 

二
、
哲
学
の
根
本
問
題 

三
、
山
歩
き
、
龍
笛 

四
、
雪
の
山
道
で
、
い
つ
し
か
兎
の
足
跡
と
同
じ
所
を
踏
ん
で

歩
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
ま
に
は
我
を
忘
れ
て
自

然
と
一
体
化
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

  
 
 
 
 
 
 

粟
生
田

あ

お

う

だ 

明
子 

(

中
２
英
語) 

一
、
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
卒
、 

 
 

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
哲
学
科
卒 

二
、
文
化
人
類
学
、
教
育
学 

三
、
空
手
、
水
泳
、
自
転
車 

四
、
お
い
し
い
ご
は
ん
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
ょ
う
。 

 

 

◆ 

数 

学 

科 

 
 
 
 
 
 
 

熊
倉 

幹
男 

（
中
１
・
中
２
数
学
） 

一
、
東
京
理
科
大
学
理
学
部
数
学
科
卒 

二
、
確
率
過
程
論 

三
、
ゴ
ル
フ 

四
、
困
っ
た
と
き
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
頭
の
良
く
な
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

松
山 

秀
行 

(

中
３
数
学) 

一
、
東
京
大
学
法
学
部
卒 

二
、
私
法 

三
、
双
子
の
成
長
過
程
観
察 

四
、
思
い
上
が
っ
た
発
想
と
着
実
な
計
算
力
を
君
た
ち
に
贈
り

ま
す
。 

◆ 
 

国 
 

語 
 

科 

 
 
 
 
 
 
 

三
輪 
裕
治 

（
中
２
・
中
３
国
語
） 

一
、
東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
専
修
課
程
卒 

二
、
近
代
化
と
比
較
社
会
学 

三
、
サ
ッ
カ
ー
の
研
究 

ラ
ン
ナ
ー
（
ｉｎ
志
村
坂
上
）
に
な
る

こ
と 

四
、
ナ
カ
タ
の
勇
気
で
前
に
進
み
、
イ
チ
ロ
ー
の
努
力
で
日
々

つ
と
め
、
ミ
ワ
の
よ
う
に
国
語
を
解
こ
う
。 

  

◆ 
 

社 

会 

科 

（
国
語
科
兼
任
） 

 
 
 
 
 
 
 

佐
治 

恵 
(

全
学
年
社
会
・
中
１
国
語) 

一
、
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
了 

二
、
生
の
哲
学
の
立
場
に
よ
る
倫
理
学
の
構
想 

三
、
こ
ど
も
の
本
の
読
み
聞
か
せ 

四
、
自
分
の
持
て
る
力
を
フ
ル
に
出
し
切
る
こ
と
を
、
受
験
勉

強
を
通
じ
て
会
得
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆ 
 

理 

科 

（
数
学
科
兼
任
） 

 
 
 
 
 
 
 

熊
倉 

幹
男 

（
全
学
年
理
科
・
中
１
・
２
数
） 

一
、
東
京
理
科
大
学
理
学
部
数
学
科
卒 

二
、
確
率
過
程
論 

三
、
ゴ
ル
フ 

四
、
困
っ
た
と
き
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
頭
の
良
く
な
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。 
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こ
の
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
は
、
昨
年
度
在
籍
者
が
各
受
講
科
目
の
予
習
・
復
習
に
１
週
間
平
均
し
て
ど
れ
だ
け
時
間
を
使
っ
た
か
を
尋
ね
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も 

塾
の
授
業
に
出
席
す
る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
時
間
で
す
。
そ
れ
以
外
に
自
分
で
計
画
し
て
受
験
勉
強
全
体
を
組
み
立
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
す
ね
。 

  

単位％ 

0% 20% 40% 60% 80%

０～30分

30～60分

60～90分

90～120分

２～３時間

中２社会

中２理科

中２国語

中２数学

中２英語

0% 20% 40% 60% 80%

０～30分

30～60分

60～90分

90～120分

中１社会

中１理科

中１国語

中１数学

中１英語

勉強時間アンケート調査結果 
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0% 20% 40% 60% 80%

０～30分

30～60分

60～90分

90～120分

２～３時間

３時間～

中３社会

中３理科

中３国語

中３数学

中３英語

単位％ 

単位％ 



 

 
第第第第ⅠⅠⅠⅠ期分受講料納入期分受講料納入期分受講料納入期分受講料納入のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

第Ⅰ期(3月･4月･5月及び春期講習)分受講料の納入の時期となりましたので、下記の要領で納入して下さい。 

 納入に際しましては、期限を厳守して下さい。万一、事情により遅れる場合は、必ず、前もって経理部までご

連絡下さい。尚、ご連絡がなく納入期限を過ぎた場合は、通塾の意思がないものとみなして、除籍する場合があ

りますので予めご了承下さい。 

◎『預金口座引き落とし制度』を利用される方 

『預金口座引き落とし制度』の手続をとられた方は、申込書に記載された金融機関より引き落としとなります。 

引き落とし日は、2月22日(木)となっております。 

引き落とし金額は同封の『受講料明細書』をご覧下さい。 

◎『預金口座引き落とし』の手続が、今回の受講料引落の期限に間に合わなかった方 

同封された振込依頼書により銀行振込をして下さい。 

振込期限は、2月25日(銀行受付日)となります。 

 ※期限日迄にご連絡がなく受講料が未納の場合は、通塾の意志がないものと判断し、第Ⅰ期より除籍致しま 

すので、予めご了承下さい。 

◎その他  受講料の計算は、下記の表を参照して下さい。 

◎経理部からのお願い等 

①万一、金額の欄が間違っている場合は、お手数ですが、2月22日迄に事務所にご連絡下さい。 

②引き落とし(振込)後の選択講座の取消は、塾則の第八条の四に基づき書面にて事務所に提出して下さい。 

期限外の取消に関しては差額調整はできませんのでご注意下さい。 

尚、春期講習取消の申し出期限は3月7日までです。 

③受講料に関するご連絡及びお問い合わせ  � 03–3264–8638(午後3時より午後9時) 

④選択講座の追加に関しては、随時受け付けております。 

 

 

    

第Ⅰ期(3・4・5月、春期講習)分受講料明細(中学生の部) 
(含消費税)  

クラス 3・4・5月 春期講習 維持費 合計 

中3(英数国受講) 78,750円 29,925円 6,300円 114,975円 

中3(理社選択) 22,260円 19,950円 ・・・・  42,210円 

中1・2(英数国受講) 78,750円 29,925円 6,300円 114,975円 

中1・2 (理社選択) 14,700円 ・・・・ ・・・・  14,700円  

※受講料には教材費(各期･1科目1,050円)・総合試験料等が含まれています。 

※中学3年生の理社(各90分講義)選択は全クラス共通となります。 

中学1・2年生の理社(各50分講義)選択は全クラス共通となります。 

理社を受講する諸君は英数国の受講料にそれぞれの該当する理社選択分が加算されます。 

※高校受験のない国立・私立中学に通っている方は、講座選択が可能です。 

1科目選択の受講料(各期の受講料-維持費)÷3+維持費・・・・・・第Ⅰ期の場合は42,525円 

2科目選択の受講料(各期の受講料-維持費)÷3×2+維持費・・・・ 第Ⅰ期の場合は78,750円 
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